
リスク・機会に加えて強み・強化余地がある領域を踏まえて、各種課題の解決に向けた取り組みや成長戦略を描き、 
各ステークホルダーに対して社会価値・環境価値・経済価値を創出します。

アウトカム（提供価値）（2025年度の実績）

顧客

アセットのあらゆるライフステージにおける 
多様な顧客ニーズに対して、 
アセット生涯価値最大化という形でソリューションを提供
●  複数のパートナー企業と脱炭素投資を支援する 
「GX Assessment Lease」に関する連携協定を締結
●  インターネットイニシアティブとの協業で製造業のカーボン
ニュートラルを支援する 
「省エネ IoTパッケージ」を提供開始
●  セグメント資産残高　12.0兆円（前年度比+1.1兆円）
●  イノベーション投資ファンドによる投資実績 
（2026年3月末までの累計）　26件（総額52億円）

従業員

皆が挑戦・協創・成長し、変わり続ける場の提供
●  ＭＨＣエンゲージメント　73%
●  ブログを活用した社長から従業員へのメッセージ発信
●  平均年間給与（単体）　10.3百万円（前年度比＋0.2百万円）
●  有給休暇取得率※（単体）　78.0％（前年度比＋1.1pt）
●  一人当たり月平均時間外労働時間（単体）　14時間 
（前年度比△2時間）
●  従業員向け株式交付制度の検討（2026年5月に導入決定）

投資家

中長期的安定成長・リターンが期待可能な 
優良先としての信頼感の提供
●  当期純利益目標の達成ならびに4期連続となる 
過去最高益の更新

●  27期連続増配の達成（1株当たり年間配当金46円、 
配当性向40.7％）

●  株主総利回り（5年累計）＋137.3％
●  事業別説明会（不動産・海外カスタマー（欧州）事業）の実施

環境・社会

サーキュラーエコノミー実現に資する取り組み促進や、 
サステナブルなアセットの利用促進などによる 
多様な社会的課題の解決
●  「カーボンニュートラル社会の実現に向けた移行計画」策定
●  再生可能エネルギー発電事業の持分容量（運転開始済み）

1,760MW
●  温室効果ガス排出量 Scope1,2　△71.8％（2019年度対比）
●  エネルギー使用量（国内）　△33.7％（前年度比）
●  ボランティア等、各種社会貢献活動の継続実施

2028中計（26～28年度） 

事業

財務

デジタル

人財・ 
カルチャー

（31年度のありたい姿の実現に向けた推進力）

人的資本   知的資本

●  アセットファイナンスや半導体等の 
専門領域の各種ネットワーク・知見・ 
リスク管理力等

●  ＭＵＦＧ、三菱商事、日立製作所から 
獲得した多様な人財・スキル・ノウハウ・
ブランド力

製造資本   社会・関係資本   自然資本

●  強固な顧客・パートナー基盤
●  国内外における多種多様な 
アセットの保有およびそれらに係る 
各種データの保有

●  ＭＵＦＧ、三菱商事、日立製作所の 
基盤等を活用した広範囲のネットワーク

財務資本

●  強固な財務体質・ＭＵＦＧとの関係性を 
軸とした資金調達力およびこれらを 
裏づけとした成長投資余力

●  長期安定した株主還元の実績

ビジネスモデル・事業ポートフォリオ等

●  手堅いバランス型事業ポートフォリオ 
（安定した収益基盤）
●  銀行対比で相対的に柔軟かつ深い 
リスクテイクが可能 
（フレキシブルな事業環境）
●  航空機エンジン、海上コンテナ等の領域に
おける高プレゼンス・独自ノウハウ保有

●  不動産分野の特異性（ファイナンス・投資・
AM保有による金融機関等にはない対応力）
や、国内トップクラス再エネ発電容量など、
進化・積層化に資する事業のポテンシャル

人的資本   知的資本

●  新規事業関連、IT・デジタル関連の人財・
スキルの一層の強化

●  意思決定スピードの向上、リスクテイク力
●  ＭＨＣ独自のブランド力

製造資本   社会・関係資本   自然資本

●  行政機関・顧客など多様なプレーヤーとの
協働実績の積み上げ

●  ESG評価の向上 
 

財務資本

●  規律あるバランスシート運営の徹底
●  成長投資の強化 

 

ビジネスモデル・事業ポートフォリオ等

●  ビジネスモデルの進化・積層化や事業ポート
フォリオの入れ替え、これらを通じた資本
収益性の向上

●  サーキュラーエコノミーに資するビジネス
の拡充

強み 強化余地がある領域 課題解決に向けた取り組み・成長戦略

2026～2028年度中期経営計画（2028中計）の 
概要  P.21 

主要4要素

※  会社全体の有給休暇取得日数の合計を有給休暇付与日数の合計で割って算出した割合。

三菱ＨＣキャピタル
統合報告書 2026

13 目次イントロダクション 2   未来を実現する 
戦略と挑戦

1   変革を促し、 
価値を創造する力

3   事業戦略 4   価値創造を支える 
基盤

5   データ

環境認識を起点とした成長戦略と価値創出




